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検出され，さらに2時間後のlate　imageおよびlateral

imageを得ることにより，　urinomaの部位および大きさ

の診断に役立った．Yehらは，これとほぼ同様の症例2

例において，IVPでは検出され得なかったが99mTc－

DTPA　flow　studyに際してlate　imageおよびsitting

positionにより検出されたことを報告しており，これら

より，urinary　extravasationの診断における腎シンチグ

ラフィーの有用性を認めるとともに，撮影条件に対する

様々な工夫の必要性が示唆された．

25・喘息児におけるKr－81m吸入検査一airとHeガ

　　ス吸入時の比較検討
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　気管支喘息症例において，air吸入時とHe，02混合ガ

ス吸入時の分布より気道閉塞部位を検討した．Kr・81m

を反復深呼吸した時の分布をコントロールとし，運動負

荷後にKr－81mをairまたはHeガスと共にbolus吸入

させた場合の分布の差異を時間的に追った．

　結果は運動負荷後の時間によりair吸入時とHeガス

吸入時の欠損に差がみられ，5分後にはair吸入時の方

がより大きな欠損としてみられた．30分後には両者の間

の差は小さくなった．これらの吸入欠損の違いは次のよ

うな現象によると考えられるっまり，Heはairに比べ

て軽いため，乱流の生ずる中枢気道の狭窄部においても，

乱流の影響が小さいが，airは乱流の影響を受け，狭窄

部より末梢へ流入しにくいと考えられる．一方，末梢気

道では流速も遅くなり層流を形成するため，airとHe

ガスの流れに差がなくなり，分布もほぼ同一のものとな

る．つまり，欠損に差がみられないのは乱流の生じる中

枢気道の病変で，両者の欠損が等しくなる場合は末梢気

道病変といえる．Kr－81mを用いることにより，閉塞部

位の局所的な観察が可能となった．

26．Positron　emitters肝スキャン剤の基礎検討
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　Emittion　CT用Positron　emitter標識肝スキャン剤の

開発に際し，われわれは68Ga・EDTAの代わりに67Ga－

citrateを用い，人血清アルブミンマイクロスフェアーに

対する至適標識条件に関する基礎的な検討，ならびにガ

リウム化合物の物理化学的な性質（ガラス吸着）につい

て検討を行なった．

　先ずHayesらの方法に基きBio－Rad　AG－1・X2イオン

交換カラムにより67GaC13を得，　pHの調製によりアル

ブミンマイクロスフェァーへの67Gaの標識を行なった．

この時のカラムによるGa回収率は95％以上であった．

　この際の標識条件としてpH，温度，時間，およびGa

とマイクロスフェアーの量的関係等が考えられるが，pH

が最も重要な要素（至適pH　4．7）であり，温度および時

間はほとんど関係しないという結果を得た．

　さらにわれわれはGa化合物の物理化学的性質，特に

ガラスへの吸着現象について検討を行なった．その結果

Gaのガラスへの吸着はpHと直接関係しており，GaC13

のみでは至適標識条件であるpH　4．7で最高となり85％

以上の吸着を示した．また，これらおのおののものにマ

イクロスフェアーを加えるとおのおのの吸着の減少が見

られ，やはりpH　4．7においてガラスに先に吸着してい

たGaの離脱は最高値を示した．これらの吸着はpHに

依存しており可逆的であることも合わせてわかった．

　さらにGa，マイクロスフェアー標識反応に対し67Ga

の崩壊生成核種である67Znの競合作用も検討したがZn

の競合は認められなかった．

27．肝シンチグラムにおける骨髄像と食道静脈瘤の相

　　関について

　　　住幸治田中卓雄長瀬勝也
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順大・放）

　99mTcフチン酸による肝シチングラフィでの肝硬変の

診断能は高いといわれている．今回肝シンチグラム上の

骨髄描出と食道静脈瘤との関連について過去3年間に当

施設にて施行した2，449例で検討してみた。骨髄描出例

で肝の病理組織と比較したのは147例であり，また，食

道X線像，内視鏡，血管造影像などで食道静脈瘤につい

て比較しえたのは140例である．骨髄描出の程度を肝濃
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